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埼玉県済生会川口総合病院
社会福祉法人　　 済生会支部恩賜

財団病院の理念
患者さんを中心とした

質の高い医療の提供により
地域・社会に貢献します

〒332-8558　埼玉県川口市西川口5-11-5 ● tel 0570-08-1551（代） ● HP https://www.saiseikai.gr.jp/

﹇
病
院
長
コ
ラ
ム
﹈

詳しくは当院ホームページでご確認ください。

アメリカがイスラエルとともにイランを攻撃しました。
ロシアとウクライナの戦争も未だ終結していません。
また、イスラエルをめぐる中東情勢では、ガザ地区にとどまらず、
レバノンや、イエメンにも拡大しています。
それぞれに様々な背景や理由があるにせよ、最終的に犠牲にな
るのは多くの市民です。歴史をふりかえると、このような出来事
が幾度となく繰り返されてきました。
力の論理による、武力行使や、他国への干渉を止める術はない
ものでしょうか。
国連も十分に機能しているとは言い難く、その存在意義が改め
て問われています。
人間はなんと愚かな生き物なのでしょう。

病院長
佐藤  雅彦

﹇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
﹈

■次回 小児健康教室

『赤ちゃんの話』
● 内　容 ： 1歳くらいまでの発達、病院受診までの目安・

離乳食・栄養・予防接種
● 日　時 ： 2026年5月13日(水） 13:30～13:00
● 講　師 ： 西﨑淑美（小児科医師）
● 場　所 ： 当院地下1階講堂

■肥満症薬物治療をはじめました（保険診療）
糖尿病・内分泌内科では、肥満症に対する治療選択肢とし
て、抗肥満症薬「ゼップバウンド®（一般名：チルゼパチ
ド）」および「ウゴービ®(一般名：セマグルチド）」を用いた
肥満症の保険診療を開始しました。

詳細はこちら
▼

参加申し込み
▼

参加
無料

vol. 265済生かわぐち
済生会川口総合病院　広報誌

ご自由に
お持ち
ください

はじめての
入院

病院
LINE ▶

病院
Instagram▶病院 HP ▶



入院までのながれ

入院手続きに必要なもの

回診・検温
血圧測定・検査など

デイルーム
TVも消灯

リハビリ

□ 診察券
□ 入院証書
□ マイナ保険証（または資格確認書）、受給者証など、 
　 限度額適用認定証（70 歳未満の方）など
□ 入院保証金（対象となる方）
  ＜各自ご準備いただきたいもの＞
□ 衣類・はきもの（かかとのあるもの）
□ 日用品（メガネ、マスク、入れ歯 ※各ケースも など）
□ 食事用品（はし、スプーン、湯飲みなど ※割れにくいもの）
□ 服用されている薬、おくすり手帳　 など
※入院セット・レンタルサービスもございますので、ご利用ください。
※日用品などは、院内コンビニでも販売しています。
※貴重品や多額の現金、その他不要なものは、盗難・事故防止のためにも病室内に
はお持ちにならないでください。
※はさみ、カッターナイフなどを含む刃物など危険物の持ち込みは禁止です。
※持ち物の管理はご自身でお願いしています。当院は盗難・紛失の際の責任は負い
ません。

医師からの説明

病棟スタッフがお部屋へご案内

入院当日
入退院支援センターで手続きをして病棟へ

入院前支援
入退院支援センターにて行います

❶

❷

❸

❹

個室・2人室

通常は 4 人室。個室・2 人
室（差額室料が掛かります）
をご希望の方はスタッフまで
お声がけください。

Wi-Fi

病室・デイルームでは、スマー
トフォンなどから当院の
Wi-Fi をご利用いただけま
す。 接続方法はナースステー
ション横の掲示板をご確認く
ださい。

テレビカード

1F 外来ロビー・デイルーム
にテレビカード販売機があ
ります。ご退院時には、 1F
外来ロビーにある自動払い
戻し機で残高の払い戻しをお
忘れないようにしてください。

面会
平日・土日祝
14:00～19:00 

※2～3名程度。1時間程度。 
※小児病棟は、病棟でご確
認ください。 1 階総合案内で
面会受付を行ってください。
（時間外は1階警備員カウン
ター ）

病院での過ごし方（例）
起床 朝食 昼食 夕食 消灯

入院についての詳細は
HPをご覧ください

入
院
と
聞
く
と
、

「
ど
ん
な
感
じ
だ
ろ
う
」

「
何
を
持
っ
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
」

と
い
っ
た
不
安
を
感
じ
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

は
じ
め
て
入
院
さ
れ
る
方
に
向
け
て
、

”入
院
ま
で
の
流
れ”

と

”病
院
で
の
過
ご
し
方”

を
、

か
ん
た
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て

入
院
の
こ
と

少
し
だ
け
お
話
し
し
ま
す

“

”

入退院支援センター

患者さんが安心して入院生活、また退院後の治療
生活へ移行できるよう、専門職がチームでサポー
トしています。
入院について、分からないことやご不安などがあ
ればご相談ください。
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病
院
を

支
え
る
人
た
ち

臨
床
工
学
技
士

佐
藤
優
真

医療機器
の
専門職

臨
床
工
学
技
士
っ
て

ど
ん
な
仕
事
？

医
療
機
器
の
専
門
職
で
す
。
人
工
呼
吸
器
や
、
透

析
装
置
、
手
術
室
で
使
う
機
器
な
ど
、
院
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
医
療
機
器
を
安
全
に
使
え
る
よ
う
に
管

理
・
点
検
・
操
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
は

目
立
た
な
い
職
種
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
多
職
種
と
一
緒
に
チ
ー
ム
で
働
き
な

が
ら
、
日
々
、
患
者
さ
ん
の
命
を
機
械
の
面
か
ら

支
え
て
い
ま
す
。

臨
床
工
学
技
士
に
な
る

キ
ッ
カ
ケ
は
？

高
校
生
の
時
、
父
が
倒
れ
て
透
析
治
療
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
そ
の
際
に
母
か

ら
臨
床
工
学
技
士
と
い
う
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
二
人
い
る
兄
が
、
そ

れ
ぞ
れ
看
護
師
と
放
射
線
技
師
。
家
族
の
影
響
は

大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

患
者
さ
ん
と
接
す
る
場
面
は

あ
り
ま
す
か
？

現
在
は
手
術
室
を
メ
イ
ン
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

全
身
麻
酔
を
か
け
る
場
面
や
、
医
師
と
一
緒
に

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
設
定
を
行
う
際
な
ど
に
患
者

さ
ん
と
関
わ
り
ま
す
。
手
術
前
は
だ
れ
で
も
不
安

に
な
り
ま
す
よ
ね
。
少
し
で
も
安
心
し
て
治
療
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
相
手
の
目
を
見
て
声
を

か
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
を
し
て
い
て

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
？

何
気
な
い
一
言
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
患
者
さ
ん

か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
。

医
療
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全
な
医
療
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
日
々
努
め
て
い
き
ま
す
。
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新任医師のご紹介

内科

森  一斗

外科

岡田  尚子
産婦人科 .

阪口  百佳

整形外科

松嶋  嶺

脳神経外科

田中  寛仁

放射線科

海津  優香

呼吸器内科

西牧  孝泰

整形外科

斉藤  郁斗

脳神経外科

植木  泰仁

麻酔科

守川  開貴

腎臓内科

浅谷  朋花

血管外科

孫  敏莉

整形外科

内海  一輝

リハビリテーション科

中田  愛紗美

循環器内科

新地  まろか

外科

李  晨旻
皮膚科

森田  美輝

整形外科

松多  誠也
整形外科

田中  寛来

整形外科

𠮷田  松平

麻酔科

前田  隆求

整形外科

安藤  辰朗

泌尿器科

島田  吉基
放射線科

近藤  治朗

内科

中本  啓太郎



連携医療機関
検索サービス▶スマホで検索
できます

医療連携登録医のご紹介

あなたの町のホームドクター

当院では、患者さんにより良い医療を提供するため、地域の医療機関の先生方（かかりつけ医）と連携、役割分担をおこなっています。

地域と地域医療機関の皆さまとの架け橋となり、
地域の人が集える病院をめざします。

済生会川口総合病院は、地域の急性期を担
う中核病院として、地域の皆さんが安心し
て暮らせるように、 各医療施設をはじめとす
る施設・機関とよりよい連携を図りながら、
安心・安全で質の高い医療が提供できる地
域完結型の医療をめざしています。

地域完結型医療

● かかりつけ医
● 在宅医療
● 経過フォロー
外来

地 域 の
診 療 所

● リハビリテーション
● 在宅医療
● 回復期ケア

回 復 期
病 院連携

連携 連携

張　宇 先生
ちょう う

わらび内科・糖尿病クリニック　
呼吸器内科　内科

関谷 充晃 先生
せきや みつあき

川口せきや呼吸器・内科クリニック

2024年 3月まで済生会川口総合病院の呼吸器内科・主任部長として多くの患者
さんの診療にあたってきました。川口市では呼吸器専門医が少なく、受診先に
困っている方が多いことを実感していました。そのようななか地域医療に貢献し
たいという思いから開院致しました。長引く咳、息切れ、いびき・無呼吸などで
お困りの方、喘息など呼吸器疾患の方などご相談ください。当院では総合病院
並みの検査とこれまでの知識・経験を活かした丁寧で安心できる医療を提供さ
せて頂きます。

呼吸器内科　内科

吉津  和真 先生
きつ かずま

きつ眼科クリニック

2024年 4月に川口市領家の地に開院いたしました。近隣には祖父の代から続く
『吉津内科クリニック』があり、内科と眼科の連携を通じて、高品質な医療を提
供してまいりたいとの思いで日々精進しております。
当院ではお子様からご年配の方まで幅広く診療を行っております。眼科は機械
を使っての検査が多くございますので、特に画像をお見せしながらのわかりやす
い説明を心がけております。目の症状で気になることがございましたらぜひご
相談ください。

眼科一般　小児眼科　往診・訪問診療

1992年に大学卒業後、中国で内科医師として勤務。1996年に来日、東京医科
歯科大学で医学博士を取得。日本の医師国家試験を合格、糖尿病専門的な治療、
甲状腺など内分泌疾患、一般内科の治療に長年携わりました。 患者様のニーズ
に合わせ、治療の提供に努めています。HbA1cや血糖値は当日の検査結果で糖
尿病の治療を調整致します。糖尿病の原因精査や合併症予防のため、腹部・頸
動脈エコーや心エコー検査を行っています。一般的な内科疾患や高血圧症、脂
質異常症、高尿酸血症などの対応や睡眠時無呼吸症候群の検査・治療も行い、
地域医療貢献のため、最善を尽くしてまいります。

住 所：埼玉県川口市芝新町4-8
　　　 URBAN FORUM蕨2階A
TEL：048-268-1158　

● 土曜日は17：00まで
● 休診日：火曜午後、金曜午後、日曜、祝日

月 火 水 木 金 土 日 祝

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － －午前
9:00～12:30

〇 － 〇 〇 － △ － －午後
15:00～18:00

月 火 水 木 金 土 日 祝

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － －午前
9:30～13:00

〇 〇 － 〇 〇 － － －午後
14:30～18:00

住 所：埼玉県川口市本町4-1-1
　　　川口ＳＩビル５Ｆ
TEL：048-299-5351

● 当院での診療対象は15歳以上
　初診の受付は午前12:30、午後17:30まで
● 休診日：水曜午後、土曜午後、日曜、祝日

月 火 水 木 金 土 日 祝

〇 〇 － 〇 〇 〇 － －午前
9:00～11:30

〇 〇 － － 〇 － － －午後
15:00～18:00

川口駅川口駅
東口

キュポ・ラ広場

ららテラス川口

コミュニティ通り

樹
モ
ー
ル

産
業
道
路

89

川口せきや呼吸器・
内科クリニック

住 所：埼玉県川口市領家2-8-4
TEL：048-229-5091

● 水曜、木曜午後、土曜午後、日曜、祝日

東口
蕨駅蕨駅

111蕨陸橋東

塚
越
大
通り

東口
駅前
通り

わらび内科・
糖尿病クリニック

東和銀行
ＹＳＫ駐輪場

元郷第2歩道橋

川口市立領家中学校

104

吉津内科クリニック

122

川口元郷

きつ眼科クリニック

● 急性期治療
● 高度検査
● 外科治療
● 手術

急 性 期 病 院 済生会
川口総合病院

済生かわぐち　56　済生かわぐち



済生かわぐち　7

済生かわぐち  第265号　2026年4月25日発行　● 発行人：病院長　佐藤  雅彦　● 編　集：事務部長室　

埼玉県済生会川口総合病院
社会福祉法人　　 済生会支部恩賜

財団病院の理念
患者さんを中心とした

質の高い医療の提供により
地域・社会に貢献します

〒332-8558　埼玉県川口市西川口5-11-5 ● tel 0570-08-1551（代） ● HP https://www.saiseikai.gr.jp/

﹇
病
院
長
コ
ラ
ム
﹈

詳しくは当院ホームページでご確認ください。

アメリカがイスラエルとともにイランを攻撃しました。
ロシアとウクライナの戦争も未だ終結していません。
また、イスラエルをめぐる中東情勢では、ガザ地区にとどまらず、
レバノンや、イエメンにも拡大しています。
それぞれに様々な背景や理由があるにせよ、最終的に犠牲にな
るのは多くの市民です。歴史をふりかえると、このような出来事
が幾度となく繰り返されてきました。
力の論理による、武力行使や、他国への干渉を止める術はない
ものでしょうか。
国連も十分に機能しているとは言い難く、その存在意義が改め
て問われています。
人間はなんと愚かな生き物なのでしょう。

病院長
佐藤  雅彦

﹇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
﹈

■次回 小児健康教室

『赤ちゃんの話』
● 内　容 ： 1歳くらいまでの発達、病院受診までの目安・

離乳食・栄養・予防接種
● 日　時 ： 2026年5月13日(水） 13:30～13:00
● 講　師 ： 西﨑淑美（小児科医師）
● 場　所 ： 当院地下1階講堂

■肥満症薬物治療をはじめました（保険診療）
糖尿病・内分泌内科では、肥満症に対する治療選択肢とし
て、抗肥満症薬「ゼップバウンド®（一般名：チルゼパチ
ド）」および「ウゴービ®(一般名：セマグルチド）」を用いた
肥満症の保険診療を開始しました。

詳細はこちら
▼

参加申し込み
▼

参加
無料

vol. 265済生かわぐち
済生会川口総合病院　広報誌

ご自由に
お持ち
ください

はじめての
入院

病院
LINE ▶

病院
Instagram▶病院 HP ▶




